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 GM200(P/N : 111224-10) : PTP と NTP の両方 

 GM200(P/N : 111224-20) :PTPのみ 

 TS200(P/N : 111224-50) : NTP のみ 

GM200 製品ラインナップ 
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フロントパネル 

GM200 外観 

RS-232 シリアルポート 
（115200‐8‐なし‐1‐なし） 

PPS/10MHz 
出力インターフェイス 
 

SFPポート 
（PTP,SyncE&NTP) 

マネージメントポート 
（10/100/1000Base-T) 
 

1GbEポート 
（PTP,SyncE&NTP) 
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リアサイド 

110/220VAC から -48VDc アダプタ 

アクセサリで利用可能 

GM200 外観 

フレームGND 
GNSS入力インターフェイス 
（SMA,メス） アラームリレー 

電源DC入力×2 
（-48VDC,逆電力極性入力保護） 
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-48VDC または AC/DC 電源アダプタの接続 

項目 説明 メモ 
インターフェイス名 DC電源   

コネクタの種類 端子台   

電力入力数 デュアル-48VDC入力   

最大 DC電源入力範囲 -36VDC から -72VDC   

最大 AC電源入力範囲 85VAC ~ 264VAC 入力 AC/DC電源アダプタアクセサリ付き 

消費電力 最大16W   

電源損傷保護 

過電流保護 

過電圧保護 

逆電力極性入力保護 

電源ラインサージ保護 

  

関連する発生アラーム 
「DC電源」インターフェイスの接続および動作に関連するアラーム発生なし   

• 基本的にGM200は、工場出荷時の電源入力端子台を備えた-48VDCによって供給されます。 

• お客様がTrimble 社のAC/DC 電源アダプタ アクセサリを使用する場合、100A ~ 240VAC 範囲の AC 電源で GM200 に電力

を供給できます。 

• GM200には、「リレー」動作を除き、電源入力障害や動作に関連するアラームはありません。 

GM200 電源  
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-48VDC または AC/DC 電源アダプタの接続 

110/220VAC ~ -48VDc アダプタ 

入力 A 入力 B 

GM200 電源  
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1 2 3 4 

GM200 LEDの説明  

LED 色 表示 説明 

Power ① 緑 
ON 電源ON 

OFF 電源OFF 

Ant ② 緑 

ON リファレンス取得中、トラッキング 

点滅、1/2Hz リファレンス取得済 あるいは計算なし 

OFF 稼働リファレンス・アンテナなし 

Sync ③ 緑 

ON ロック 

点滅、1/2Hz 取得あるいはホールドオーバー 

OFF フリーランもしくはスタートアップ 

Fault ④ 赤 

OFF アラームなし 

ON アラーム発生 

点滅、1Hz アラーム状態 

点滅、1/2hz 重要アラーム発生 



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED 

No reproduction or republication without written permission. 

項目 説明 メモ 
インターフェイス

名 

Comm   

コネクタの種類 DB-9   

仕様 EIA-232 RS-232 

必要なケーブルと

コネクタ 

USB(v2.0) からシリアル(DB-9) ケーブル 

または 

シリアル(DB-9)からシリアルケーブル

(DB-9) 

  

使用 CLI 専用のローカル シリアル コンソール   

関連 SW ツール 

ターミナルプログラム 例：Teraterm, 

Putty 

 

シリアル構成 

ボーレート : 115,200 

パリティ : なし 

データビット : 8 

ストップビット: 1 

  

ID/ PassWord 

Trimblesuper /Trimblesuper 監視者レベル 

Trimbleadmin / Trimbleadmin 管理者レベル 

Trimble/Trimble 標準 

関係する 

発生アラーム 

なし   

デフォルトの監視者レベルの ID/PW は以下。 

Trimblesuper/Trimblesuper    

ローカル シリアル コンソール インターフェイス 

GM200 インターフェイス Comm 

USB～RS232ケーブル 
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インターフェイス 

項目 説明 メモ 

インターフェイス名 Sync  Out   

コネクタの種類 BNC(メス), 50Ω メス 

仕様 3.3VDC CMOSレベル   

必要なケーブルと

コネクタ 

GM200側用BNC(オス)コネクタ付き

50Ω同軸ケーブル 

  

使用 

1PPS出力または10MHz出力 ユーザー構成

による 

関係する 

発生アラーム 

なし   

• ‘Sync Out’インタフェースは50ΩのBNC(メス)コネクタです。 

• このインターフェイスは、お客様が設定した1PPS または 10MHz などの出力を行うことができます。 

• 同軸ケーブルは、RG-58以上のスペックケーブルを短距離で使用する50Ωケーブルを使用する必要があります。 

GM200 インターフェイス Sync Out   
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項目 説明 メモ 
インターフェイス名 Eth0   

コネクタの種類 SFP   

必要なケーブル 
シングルモードまたはマルチ

モード光ファイバ 

  

仕様 1000Base-X   

自動ネゴシエーション 

モード 

1000Base-X自動ネゴモードと

1000Base-X強制モードをサ

ポート 

電気 SFP モジュール

での強制モードのサポ

ートなし 

推奨 SFP モジュール 

1000Base-SX、LX、ZX、BX、

および電気SFP(10/100/1000

ベースT SFP) 

  

推奨 SFP モジュール 

ベンダー 

特定の仕入先なし   

使用 

PTP、NTP、およびSyncEの

入出力 

電気モジュールで

SyncEに対応するには

サプライヤで検証必要 

ポート LED 
左側 LED : リンク 

右側 LED : アクト 

  

関係する 

発生アラーム 

Eth0 リンクがオフの時に 

'Eth-Port0-Down' が発生。 

イーサネット インターフェイス

がサブネット クラス B で同じ 

IP アドレスを持つ場合に、

'Eth-Same-Subnet' が発生。 

Eth0 リンクがオン時に

クリア。 

イーサネット インターフ

ェイスのサブネットが異

なる場合はクリア。 

• Eth0 インターフェイスは、PTP(IEEE 1588)、NTP およびSyncE. 

• Eth0 は 1000Base-X をサポートし、"1000Base-X auto-ネゴユ

ーザー構成に基づく"モードと"1000Base-X強制モード"。 

• 光 SFP モジュール用に 1000Base-SX、LX、ZX、および BX モー

ドに対応しています。 

• また、SFP インターフェイスの10/100/1000Base-T自動ネゴモー

ドに対応するため、電気SFPモジュールにも対応しています。 

GM200 インターフェイス Eth0 
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項目 説明 メモ 

インターフェイス名 
Eth1   

コネクタの種類 
RJ-45   

必要なケーブル 
UTP Cat6 または Cat6Aを推奨   

仕様 10/100/1000 Base-T   

自動ネゴモード 

1000Base-X自動ネゴモードのみを

サポート 

  

使用 
PTP、NTP、およびシンクEの入出力   

ポート LED 
左側 LED : リンク 

右側 LED : アクト 

  

関係する 

発生アラーム 

Eth1 リンクがオフ時に 

'Eth-Port1-Down' が発生しました。 

イーサネット インターフェイスがサブ

ネット クラス B で同じ IP アドレスを

持つ場合に'Eth-same-Subnet'が発

生しました 

Eth1 リンクがオン

の場合はクリアされ

ます。 

イーサネット インタ

ーフェイスのサブネ

ットが異なる場合は

クリアされます。 

• 'Eth1' インターフェイスは、PTP(IEEE 1588)、NTP およびSyncE. 

• 10/100/1000Base-Tを自動でサポートネゴモード。 

• UTP-CAT6 または UTP-CAT6E ケーブル使用を推奨。 

• リンクされている場合、RJ-45 コネクタの左側の LED は「リンク」

接続を示し、右側の LED は「Act」状態を示します。 

GM200 インターフェイス Eth1 
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項目 説明 メモ 
インターフェイス名 Eth2   

コネクタの種類 RJ-45   

必要なケーブル 推奨 UTP CAT-5E   

仕様 10/100/1000ベースT   

自動ネゴシエーション 

モード 

1000Base-X自動ネゴモードのみ

をサポート 

  

使用 

リモート アクセスのみの管理 電話、SSH、

WebUI、および 

NMS(SNMP v1、

v2、および v3) 

関連する SW ツール 
ターミナルプログラム、トリンブル

ウェブUI、NMS 

例：Tera Term、

Putty 

接続情報 
デフォルト IP アドレス : 

192.168.2.250 

ネットマスク : 

255.255.255.0 

ID / PassWord 

Trimblesuper / Trimblesuper 監視者レベル 

Trimbleadmin /Trimbleadmin 管理者レベル 

Trimble/Trimble 標準 

ポート LED 
左側 LED : リンク 

右側 LED : アクト 

  

関係する 

発生アラーム 

Eth2 リンクがオフのときに 'Eth-

Por2-Down' が発生しました 

イーサネット インターフェイスがサ

ブネット クラス B で同じ IP アドレ

スを持つ場合に'Eth-same-

Subnet'が発生しました 

Eth2 リンクがオン

の場合はクリアさ

れます。 

イーサネット イン

ターフェイスのサ

ブネットが異なる

場合はクリアされ

ます。 

• 「Eth2」インターフェイスは、telnet、SSH、Trimbleなどのリモート

管理システムを接続するためだけに管理専用です。WebUIおよ

び NMS を使用します。 

• 10/100/1000Base-Tをオートネゴモードのみでサポート。 

• UTP-Cat5eケーブル以上の使用を推奨します。 

GM200 インターフェイス Eth2 
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• 既定ID と PW は “Trimblesuper/Trimblesuper” は、監視者アクセスレベルの権限を持ちます。 

• デフォルトの IP アドレスは"192.168.2.250"です。 

GM200 インターフェイス Eth2 
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項目 説明 メモ 
インターフェイス名 GNSS IN   

コネクタ種類 SMA(メス), 50Ω メス 

必要な  

GNSS アンテナ種類 

GPS、グロナス、BEIDOU、ガリレ

オのためのGNSSマルチコンステ

レーションを備えたアクティブアン

テナ 

  

RFゲイン仕様 

最小15dB~最大30dBの範囲で推

奨20dB 

GNSS IN コネクタ

入力のポイントで 

必要なケーブルとコネクタ 

GM200側用SMA(オス)コネクタ付

き50Ω同軸ケーブル 

  

使用 
GNSSアンテナからのGNSS RF

信号入力 

  

対応している 

GNSSコンステレーション 

GPS、GLONASS、

BEIDOU,GALILEO、QZSS 

うち 

2つの組み合わせ 

アンテナ電源供給 
GM200から5VDC(± 

0.5VDC)/50mA~GNSSアンテナ 

  

関連するアラーム生成 

「GNSS-アントオープン」が発生し

ました 

'GNSS-トラック-いいえ' が発生し

ました 

'GNSS-PPS-ロス' が発生しました 

GNSSアンテナが取り外された場

合、またはGNSS信号を正しく受信

しない場合 

GNSSアンテナが正

しく接続されている

か、GNSS信号を正

しく受信している場

合にクリア 

• ユーザーはケーブル長に基づき、GNSSアンテナと 

GM200 間の同軸ケーブルの種類を選択できます。 

• GNSS アンテナと GM200 間のケーブル長が長い場合、

各同軸ケーブルにケーブルの種類と長さに基づいて挿

入損失がすべて異なるため、ケーブル挿入損失(減衰)値

に基づいて、適切な同軸ケーブルの種類を選択する必

要があります。 

• 同軸ケーブルを取付する前に、サプライヤに問い合わせ

て、RF信号入力ゲインがGM200の必要な仕様を満たす

ように適切な同軸ケーブルを選択してください。 

GM200 インターフェイス GNSS IN 
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GM200 インターフェイス Relay 

＊＊注意１＊＊ 

CRIアラームか、電源OFFの際にのみ、このリレーは反応します。 

「MAJ」・「MIN」・「IGN」アラームでは反応しませんが、GM/TS200がホールドオーバーモードの場合、CRIアラームと同じようにリレー反応
します。（CRI：重要、MAJ：主要、MIN：マイナー、IGN：無視） 

 

＊＊注意２＊＊ 

GM/TS200のユーザーインターフェイスを通じて、アラーム状態（CRI、MAJあるいはMIN）はリレーがプログラム可能な状態にします。 

 

どのように動作するか 

①＆②ピン 

・電源OFFあるいはCRIアラーム発生で、これらのピンは閉状態（ショート）、０Ω 

・GM/TS200が通常動作でCRIアラームなしの場合、これらのピンは開状態、∞Ω（通常オープン） 

 

②＆③ピン 

・電源OFFあるいはCRIアラーム発生で、これらのピンは開状態、∞Ω。 

・GM/TS200が通常動作でCRIIアラームなしの場合、これらのピンは閉状態（ショート）、０Ω（通常ショート） 

リレー操作 
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ETSI標準 19"ラック取り付け 

• GM200は1Uフォームファクタで19インチのハーフラックサイズに対応 

• ETSI標準 19 インチラックの製品ボックスにラック取付延長バーでGM200 を１台取付したり、2台 を並べて取付が可能です。. 

・ 2台の GM200搭載のイメージ（写真下） 

GM200 ラック取り付け 
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• 全体説明 

• システム操作 

• CLI設定  

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成 

• ファームウェア（FW）のアップグレード 
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アンテナ位置の選択 
 

 一般的にGNSSアンテナは、ポールマウント用に設計されています 

 アンテナの屋外の場所を選択します。比較的遮断されていない地平線の眺め。 

 GNSSアンテナを地球に垂直に取り付けます。 

 密集した木材・コンクリート・金属構造は、衛星信号からアンテナを遮断してしまいます。 

 GNSSアンテナはアクティブアンテナです。対象最適な性能を発し、レーダー、衛星通信機器、セルラーやポケットベルの送信

機など、アンテナの送信からアンテナを可能な限り見つけます。 

 アンテナをレーダー設置の近くに配置する場合は、アンテナが他の RF アンテナまたはレーダーの送信コーンの外側に配置

されていることを確認します。 

衛星通信機器の近くにアンテナを設置する場合は、同じガイドラインに従ってください。 

 最良の結果を得るには、アンテナを下に取り付け、衛星通信機器から最低3m離して設置してください。 

 GM200からアンテナ位置までのケーブルの長さは、アンテナの最小要件を下回る電源電圧を低下させないでください。 

アンテナの取り付け 
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注意事項 
• アンテナ自体の向こうに、設置配置アンテナの詰まりの堅牢性に大きな影響を与える 

• GNSSアンテナは広いGND平面に置く。平面は、接地状態で導電性金属であること。 

• 下記写真の状態では信号をブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンテナの取り付け 
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正しい例: 
 
・上空が開放されていること 
・最適で実用的な状態 
・棒状の上にあること 

・送信アンテナのビーム内に
ないこと。 

・より高い距離、棒上で少し高
くして、他のRF機器から距離を
置いた状態。 
 
＝一般的に最適な位置 

アンテナの取り付け 
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アンテナ 

延長ポール 

マウント 

アンテナケーブル 

同軸ケーブルを延長ポール
に挿入 

(3) 

(2) 

(1) 

ケーブルをアンテナに接続 

ケーブルを下側マウントに引っ張った後、
マウントと延長ポールを組み立てる。 

(4) 床上もしくは壁面にネジでマウ
ントを取り付けする 

アンテナの取り付け 
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アンテナブラケット寸法 
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アンテナの取り付け 
サージ保護機器の導入 

サージ保護機器は、建物に正しく接地されているケーブ
ルの先端に取付する必要があります。雷防止の減衰は
一般的に1dBです。 

バレット360 
GNSSアンテナ 

共通ポイント 
接地 

最低6AWG（13.3mm）以上のケーブル使用を推奨します 

（注意：地域の電気コードを参照） 
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サージ保護機器の導入 

アンテナの取り付け 

GM200側に接続 

 

GNSSアンテナ側に接続 
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ケーブルの損失と遅延 

ゲイン計算のRF: GNSSアンテナゲイン - (サージ保護 + アダプタ + ケーブル損失) ≥ 20dB 

 

アンテナ40dB(40dB) – [サージ保護(1dB) + アダプタ(0.5dB) + RG58_30M(19.2dB)] =19.3dB   

計算例 

アンテナの取り付け 

ケーブルの遅延はケーブル種類の機能による：RG-59の一般的な遅延は1.24ns/ft 

正確なGPS信号強度を確認するため、各ケーブルの損失を記載しています。 

グランドマスタGM200が正しい信号強度を受信していない場合、同期せずにベースステーションに
PTPサービスを供給しません。 

 

ケーブル種類   dB/100ft                dB/100m              1575MHz（feet/m）にて18dBロスの最大長 
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• GM200を電源オンすると、GNSS衛星信号の取得

と追跡が自動的に開始されます。 

• 衛星取得プロセス中、GM200はPTP動作モード

ではなく、GNSS取得モードで正確な時間/位相

信号を生成できるよう、正確な位置を固定します

。 

• デフォルト設定では、GM200は GNSS 衛星でロッ

クし、ネットワーク構成が適切に行われた場合に 

PTP/NTP の動作開始に約 6 分かかります。 

• コールドスタートでは、GM200はGNSS衛星でロッ

クし、自己調査モード中に正確な位置自体を計

算する必要があるため、サプライヤでは、33分後

にOD(オーバーディオプティスト)モードで起動す

ることをお勧めします。 

• 右表にGM200 のデフォルト設定値を示します。 

既定設定 説明 メモ 
GNSS GPS、GLONASS   

マスク 標高マスク : 10.0 デグ 

信号レベルマスク: 0.0dB/Hz 

PDOPマスク : 3.0 

  

サーベイモード 

(位置固定モード) 

自動   

セルフサーベイリング 2000 回 約33分 

GNSSアンテナ給電 有効 5V 

GNSS ケーブル遅延補正 0 (ゼロ)   

ネットワーク 

インターフェイスの状態 

Eth0、Eth1、Eth2 に有効 既定 IP アドレスを使用 

ネットワーク インターフェイ

スの IP アドレス 

Eth0 ： 192.168.0.250, 255.255.255.0 

Eth1： 192.168.1.250,255.255.255.0 

Eth2:192.168.2.250, 255.255.255.0 

  

PTP 構成 Eth0 : ITU-T G.8275.1 

Eth1 : ITU-T G.8275.1 

GNSSロックとすべての

関連アラーム の リリース

後に自動的に有効 

NTP 構成 Eth0 : NTPv4 (PNのみ : 111224-10) 

Eth0 : NTPv4 (PNのみ : 111224-10) 

GNSSロックとすべての

関連アラームがリリース

後に自動的に有効 

必要な ファームウェア 

バージョン 

システム : v1.2.0.0 以上 

ハードウェア : v18.3.15 以上 

GNSS : v1.5.0.0 以上 

  

デフォルト設定 

GM200 システム起動 表：GM200のデフォルト設定値 
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条件 説明 メモ 

GNSS アンテナの状態 
「OK」で表示する必要があります アンテナ 'オープン' または 'ショート' を表示しな

いでください。 

コールドスタート後の自己測量に必要最小

GNSSの数量 

最低5 つの衛星   

ウォームスタート後の自己測量に 

必要最小GNSSの数量 

最低 4 つの衛星   

コールドリスタート後の更新タイプ 
33分間「自己調査」モードから開始します。 

「自己調査」モードの後、「OD(過剰決定)」モードに入ります。 

GM200を最初の自己調査位置から100メートル

以上離すと、自動的に自己調査が開始 

ウォームリスタート後の更新タイプ 
最初の GNSS トラッキング後に'OD(過剰に決定)モードで開始 GM200を最初の自己調査位置から100メートル

以上離すと、自動的に自己調査が開始 

電源投入後の最初の GNSS 信号受信時間 通常、CLI で「ログイン」プロンプトを表示してから 2 分以内   

時刻情報 現在の GPS 時間   

UTC オフセット 

18 コールドスタートの場合、ユーザーは最初の

GNSSトラッキングからラウンド12分後にこの情

報を見ることができます 

うるう秒の状態 0   

GNSS 受信機の状態 通常   

OD モード後に必要な最小 GNSS 番号 最低2つの衛星   

最初の PTP パケット生成時間 通常、CLI で「ログイン」プロンプトを表示した後、約 6 分後に   

• GM200の通常起動の一般的な条件を以下の表に示します。 

• PTP/NTP 操作を正常に開始するには、デフォルト設定で各パラメータを以下のように表示する必要があります。 

起動条件 

システムチェックの流れ 
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アラームリスト 説明 メモ 

GNSS-Comm-Loss GM200が正常に起動した直後にクリアする必要があります 

起動時に設定し、ユーザー操作中に設定することがで

きます 

GNSS-Time-Bad GM200がGNSS信号を正常に受信しているときに直ちにクリアする必要があります 

UTC-Corr-Unk GM200がGNSS信号を正常に受信しているときにクリアする必要があります 

GNSS-Track-No GM200がGNSS信号を正常に受信しているときにクリアする必要があります 

GNSS-PPS-LOSS 
GNSSアンテナが正常に接続されている場合、およびGM200がGNSS信号を正常に

受信している場合はクリアする必要があります。 

Time-Set Bad GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります 

Freq-Hold-Exceed GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります 

Freq-Hold GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります 

Freq-loop-unlock GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります 

Freq-Out-Bad GM200がGNSS取得モードのときにクリアする必要があります 

PPS-Sync-Bad GM200がGNSSロックモードのときにクリアする必要があります 

Time-Sync-Bad GM200がGNSSロックモードのときにクリアする必要があります 

PTP System-Bad GM200がGNSSロックモードのときにクリアする必要があります 

Eth-Port0-Down ユーザー ネットワークの状態に基づいてクリアできませんでした 

Eth-Port1-Down ユーザー ネットワークの状態に基づいてクリアできませんでした 

Eth-Port2-Down ユーザー ネットワークの状態に基づいてクリアできませんでした 

PTP 操作開始のアラーム・リスト状況 

システムチェックの流れ 
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＃ 初期インストール順序 CLI コマンドの確認 メモ 
1 取付良好の状態下でGNSSアンテナを取付     

2 GNSS と GM200 の間にサージ保護を取付     

3 適切な同軸ケーブルを取付     

4 必要なネットワーク構成をインストール     

5 GM200の電源を入れる     

6 URL空欄に192.168.2.250を打ち込み、Webを開く 【保護できないサイト】をクリック 
7 ログイン （ID:Trimblesuper/PW:Trimblesuper）   電源ONから約2分かかる 

8 【Disable auto-logout】をクリック 自動ログアウト防止 

9 
ハードウェアのファームウェアのバージョンを確認 > view version hardware v18.3.15 以降を確認 

GNSS ファームウェアバージョンを確認 > view version gnss v1.5.0.0を確認 

10 製品情報の確認 

> view prodconf 確認項目： 

- Serial number 

- HW production date 

- Product option information 

- Product P/N 

- Hardware version 他 

11 ケーブル遅延設定の確認 

・ケーブル遅延補正を追加する場合 

> set gnss adelay [値] 

・適用値を確認する場合、 

> get gnss 

‘Antenna delay：〔数値〕’を確認 

12 最初の GPS 時間を表示 

> view freq - 所有時間：約2分未満 

ログインから 

- 現在のGPS時間を確認 

13 GNSS の 「取得中」 状態の確認 > view freq ‘Mode: Acquiring’ を確認 

14 アンテナの状態を確認 > view gnss ‘Antenna: OK’ を確認 

15 GNSS 信号の状態を確認 

> view gnss 確認項目： 

- ‘Available SVs' 番号 : 5以上 

- ‘SVs Used’ 数 : 5以上 

システムチェックの流れ 初期インストール手順① 
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# 初期インストール順序 CLI コマンドの確認 メモ 

16 ネットワーク構成の確認 

> get network eth0 

> get network eth1 

> get network eth2 

- IPアドレスの構成を確認 

- ‘Status: Connected 1000MB, 

100MB, 10MB’で接続されているこ

とを確認 

- FYI、ITU-T G.8275.1 プロファイル

を使用する場合、IP アドレスは L2 

マルチキャスト プロファイルであるた

め、問題ありません。 

17 調査モードの確認 
> view pos 自己調査モードの「自動(2D/3D)」をチ

ェック 

18 OD モードを確認 

> view pos 自動(2D/3D)から約33分後にチェックし 

'オーバーデットOD モードのクロック(時

刻)' 

19 GNSS 'LOCK' ステータスを確認 > view freq 「mode:lock」を確認 

20 アラームの状態を確認 
> view alarm  すべてのアラームをクリアする場合に

確認 

21 PTP 操作の状態を確認 

> get ptp Eth0 と Eth1 両方を確認 

- Enable: Yes 

- Mode: Master 

- Clock ID: 001747FFFE7xxxxx-1 

- Profile: G8275.1 

- Operational Mode: normal  他 

22 PTP スレーブ デバイスの PTP ロック状態を確認 

- スレーブデバイスのマスタークロックID

を確認。GM200 クロック ID と同じであ

る必要。 

23 終了     

初期インストール順序_2 

システムチェックの流れ 
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GNSS 構成の検査 GNSS トラッキング状況の確認 

GNSS リファレンス精度の確認 GNSS の動作状態の確認 

システムチェックの流れ 
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参照ロック状況の確認 

アラーム状態の確認 

ネットワーク構成の確認 

システムチェックの流れ 
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PTP 構成の検査 ファームウェア（FW バージョンの確認) 

システムチェックの流れ 
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システムチェックの流れ 
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ホールドオーバー_1 

• GNSS アンテナ障害または関連する接続障害または内

部 GNSS 受信ブロック障害に対して GNSS 参照が削除

され、GM200 が GNSS 信号を受信できない場合、

GM200 は HO(ホールドオーバー)モードに入ります。 

• ただし、HO モードに入るには、障害が発生する前に 24 

時間以上 GNSS リファレンスを使用して学習する必要が

あるという条件があります。 

• GM200がGNSSリファレンスから24時間学習していない場

合、HOモードには入りませんが、OCXOと同じ「Halt」モー

ドに入ります。フリーランモード。 

• したがって、「Halt」モードでは、GM200はデータシートで

説明されたHO精度を保証せず、ドリフトします。 

 

HO(ホールドオーバー) 説明 メモ 
ローカルオシレータ OCXO   

HO 参照 

GNSS, PTP, シンク これらの参照が削除され

ると、GM200 は HO モー

ドに入ります。 

HO精度 
± 1.5us 12時間 7日後 GNSS 学習 

HOに参入するためのGNSSの

最小学習時間 

> 24時間   

GNSS学習に24時間未満 

HO モードに対応して

いません 

これは、ローカルOCXO

のフリーランである「停止」

モードになります 

GNSS学習のための1日~6日 
HO モードに対応 7日間のGNSSロックより

も精度が低い 

GNSS学習のための7日以上 
HO モードに対応 HO精度にとって最適条件 

システムチェックの流れ 

表：HO（ホールドオーバー）の情報と条件 
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ホールドオーバー_2 

アラーム 説明 メモ 

LED表示 
「Sync（同期）」LEDで表示 

「Fault（障害）」LEDでの表示 

HO モードがクリアされたとき

にクリア 

Freq Holdアラーム 
GM200 が HO モードに入ったと

きに発生 

HO モードがクリアされたとき

にクリア 

Freq Hold-Exceed 

アラーム 

GM200が停止モードのときに発

生し、HOモード開始から24時間

後にHOを補正することができなく

なります。 

HO モードがクリアされたとき

にクリア 

HO モード確認コマンド 
>  view freq ‘Mode: Hold’ を確認 

HO モードの継続時間 
> view freq ‘Hold Time: xxxx sec’ を確認 

アラームリストからの

HOアラームチェック 

> view alarm ‘Alarm Desc’で‘Freq-Hold’ア

ラームとFreq-Hold-Exceed’

アラームを確認 

システム ログからの 

HO アラーム 

> view logs ログから’ ‘Freq-Hold’アラー

ムとFreq-Hold-Exceed’ア

ラームを確認 

HO モードと HO 期間の確認 

HO アラームの確認 

システムチェックの流れ 
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オルタナティブBMCA 

クライアント 

GMクロック1 

GMクロック2 
ネットワーク 

優先度 1 

GPS リファレンス 

選択したグランドマスター 

優先度 1 

GPS リファレンス 

選択されていないグランドマスター 

選択したグランドマスター 

選択されていないグランドマ
スター 

GNSS エラー!!! 

発表 

同期 

遅延値 

発
表

 

同
期

 

遅
延

値
 

発
表

 

同
期

 

遅
延

値
 

ドメイン 0 

ドメイン 1 ドメイン 0 

ドメイン 1 

・) 

スタティック BMCA 

代替 BMCA はマルチキャスト プロファイルに使用されます。 スタティックBMCA はユニキャスト プロファイルに使用されます。 

GM200 冗長性 
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APTSとは何ですか? 
 APTS は、時間と位相の分布ITU-T G.8275.2 で定義されたアーキテクチャです 

 APTS は、PTP を使用する GNS 支援アーキテクチャとして登場しました 

 APTS をサポートする GM は、一般にエッジ側に配置されます。 

 バックアップ用に PTP を受信する GM は、1 つの PTP インターフェイスのスレーブ モードとして設定する必要があります。 

 PTP同期品質を制御下に保つには、バックアップクロックを生成するリモートGMからAPTSノードへのパスを最短にする必要があり

ます。 

GM200 APTS 



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED 

No reproduction or republication without written permission. 

Ptp Ptp 

1PPS 

PTPスレーブ 

1PPS 

GM200 一般的なテストアップ 

オシロスコープ 
もしくは1PPS タイム   
インターバルテスタ 

RFケーブル 
～SMAコネクタ 

RFケーブル 
～SMAコネクタ 

RFケーブル 
～SMAコネクタ 

PTP1588v2マスタ 

APTSにあるGM200 

RFケーブル 
～SMAコネクタ 
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• 全体説明 

• システム操作 

• CLI設定  

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成 

• ファームウェア（FW）のアップグレード 
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CLI コマンド構造の概要 

GM200 CLI設定 

コマンド実行による操作 

 

－Config 測定器のパラメータを構成 

－Get       仕様情報を検索 

－Set   特定のパラメータを規定 

－View  システム情報を表示 

       （当該情報はユーザーによる変更は不可） 

 

 “help” コマンドを使うと、コマンド セットの使用方法が分かります 

例: “help set ptp”, “help config load”, “help get network”など... 
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コマンド “help xxxx" 

help set ptp 

help set 

GM200 CLI設定 
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システムのバージョンの表示 

バージョンの表示とバージョン ハードウェアの表示 製品コンフィギュレーションの表示 

GM200 CLI設定 
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アラーム、ステータス、ソフトウェアバージョンなどを表示 

get alarm / view alaram view logs / view logs xxx 

GM200 CLI設定 
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GNSS およびロック状況 

view gnss 

get gnss 

view freq 

view summary 

GM200 CLI設定 
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ネットワーク構成 

► 各ネットワークインターフェイスに同じサブネットがない 

get network 

get network eth0 

set network 

view network 

【備考】 

ユーザー設定を適用するには、システムの適用に
5~7秒かかります。 

GM200 CLI設定 
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VLAN 構成 
set network vlan 

get vlan setting 

set vlan ip 

►最初にPTPとNTPを停止する必
要があります! 

get vlan ip 

GM200 CLI設定 
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PTP 構成 

【備考】ユーザー設定を適用するには、システムの適用に5~7秒かかります。 

設定Ptpg.8275.1 のプロファイル 

設定PtpG.8265.1 のスレーブ 

► スレーブモードでユニキャストプ
ロファイルを使用する場合は、認
可者アドレスを追加する必要が
あります 

► 停止Ptp最初にセットアップ
します! 

設定PtpG.8265.1 を使用したマスター 

設定PtpG.8275.1 のスレーブ 

GM200 CLI設定 
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PTP 構成 

view ptp (スレーブモード) 

get ptp view ptp (マスターモード) 

GM200 CLI設定 
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SyncE構成 

set network syncE 

► SFP がない場合は、SyncEは
サポートされていません 

get network syncE 

【備考】SFPモジュールでSyncEを使用したい場合、SyncE対応のモジュールをご使用ください。 

     通常のSFPでは、SyncEそれ自体に対応していません。 

GM200 CLI設定 
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入力クロックソース制御 

view input get input 

set input 

PTP eth1 にはまだ
適格ではありません 

今は資格がありますが、レベルが0または
1になるまで待ってください。 

GM200 CLI設定 
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アンテナケーブル遅延設定 および BNC ポート出力設定 

アンテナケーブル遅延調整(ユニット:ns) PPS アウトから 10 MHz アウト 

GM200 CLI設定 
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実行中の構成の一覧 

config list 
【備考】 

“config save" コマンドを使用し、システ

ム終了またはログアウト前にすべての
設定を保存できます。 

GM200 CLI設定 
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config firmware list 

GM200 CLI設定 
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• 全体説明 

• システム操作 

• CLI設定  

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成 

• ファームウェア（FW）のアップグレード 
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ログイン 

GM200 WebUI 構成 

マネージメントポート(Eth2)の初期値は以下の通りです。 

 IP Address: 192.168.2.250 

 Mask: 255.255.255.0 

 Gateway: 0.0.0.0 



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED 

No reproduction or republication without written permission. 

ファームウェアバージョンの確認 

GM200 WebUI 構成 

【備考】最新のファームウェアバージョンはv1.0.0.0。 
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システムの状態 

GM200 WebUI 構成 
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設定保存 

GM200 WebUI 構成 

このアイコンをクリック
すると、構成を保存で
きます。 
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イーサネット構成_1 

GM200 WebUI 構成 

1 

2 

4 
イーサネット構成の手順 

 
1. 「INTERFACE MANAGEMENT（インタ

ーフェイス管理）」をクリック。 

 

2. 「Ethernet（イーサネット）」をクリック。 

 

3. 「Ethernet Port 0 または 1 または Mgmt

」をクリックします。 

 

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメー
タ全体が有効になります。 

 

5. 必要な IP アドレスを変更します。 
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GM200 WebUI 構成 
イーサネット構成_2 

6 
イーサネット構成の手順 

 

6. ユーザー設定を適用するには、「設定」ア
イコンをクリック。 

 

7. 次に、構成を適用するためのメッセージを
確認できます。 

 

8. その後、「システム構成の保存」をクリック
して、現在の設定を保存します。 
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GM200 WebUI 構成 
PTP マスター構成_1 

1 

2 

4 
PTP 構成の手順 

 
1. 「同期管理」をクリックします。 

 

2. 次に、「PTP」をクリックします。 

 

3. 「イーサネットポート0または1」をクリックし
ます。 

 

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメー
タ全体が有効になります。 

 

5. 必要な PTP プロファイルおよび関連パラ
メーターを変更します。 
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GM200 WebUI 構成 
PTP マスター構成_2 

PTP構成の手順 

 

6. 「構成」アイコンをクリックした後にすべて
のパラメータが有効になったら、「PTPプ
ロファイル」選択ツールをクリックし、プロ
ファイルを選択します。 

 

7. パラメータの大部分は選択したプロファイ
ルに基づいて自動的に変更されるため、
選択したプロファイルに特定の設定がな
い場合は、プロファイルのデフォルト設定
を使用するだけです。 
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GM200 WebUI 構成 
PTP マスター構成_3 

PTP構成の手順 

 

8. ユーザー設定を適用するには、「設定」ア
イコンをクリックします。 

 

9. その後、メッセージを表示できます。"PTP 

構成に成功しました" です。 

 

10. その後、「システム構成の保存」をクリック
して、現在の設定を保存します。 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_1 

スレーブ構成の手順, 

 

0. GNSSアンテナを最初に接続します 

 
1. 「SYNCHRONIZATION 

MANAGEMENT（同期管理）」をクリック。 

 

2. [Sync Source（同期ソース）] をクリック。 

 

3. 「構成」アイコンをクリックします。 

 

4. Eth1 インターフェイスで マスターGMから
PTP パケットを受信するには、「GNSS」
および「PTP-eth1」をクリック。 
(Eth0を使用する場合は、「PTP-eth0」をクリック) 

**注意** 
これは境界クロックではなく、GM のスレーブ モー
ドであるため、着信 PTP を参照する GNSS 参照
によって最初に着信 PTP を検証する必要がありま
す。 

 

5. 同期ソースを選択したら、「設定」アイコン
をクリック。 

 

6. 同期ソース統計に "PTP eth1" が追加さ
れたことがわかります。 

設定開始前に、GM200をGNSS(またはGPS)アンテナに接続し、               
スレーブモードに設定する必要があることを確認してください 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_2 

1 

2 

4 

スレーブ構成の手順, 

 

「同期ソース」の選択が終了した場合は、 

 
1. 「SYNCHRONIZATION MANAGEMENT

（同期管理）」をクリック。 

 

2. 「PTP」をクリック。 

 

3. 「Ethernet Port1」をクリック。 
または ETH0 を使用する場合は、「イーサネット・ポ
ート 0」をクリック。 

 

4. 「構成」アイコンをクリックすると、パラメータ
全体が有効になります。 

 

5. 最初にプロファイルを設定します。 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_3 

スレーブ構成の手順, 

 

6. 「構成」アイコンをクリック後にすべてのパ
ラメータが有効になったら、「PTPプロファ
イル」選択ツールをクリックし、プロファイ
ルを選択します。 

 

7. パラメータの大部分は選択したプロファイ
ルに基づいて自動的に変更されるため、
選択したプロファイルに特定の設定がな
い場合は、プロファイルのデフォルト設定
を使用するだけです。 

 

8. PTP ModeをSlaveに設定します。 

**注意** 
ユニキャストを使用している場合、プロファイ
ルマスター GM IP アドレスである "Grantor ア
ドレス" を設定する必要があります。 

 

または、マルチキャスト プロファイルを使用し
ている場合は、[付与者アドレス] を設定する
必要はありません。 
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ユニキャスト プロファイルのみ 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_4 

スレーブ構成の手順, 

 

9. ユーザー設定を適用するには、「設定」ア
イコンをクリック。 

 

10. 『PTP 構成に成功』のメッセージが表示。 

 

11. 「システム構成の保存」をクリックし、 

   現在の設定を保存。 

9 

10 

11 



COPYRIGHT © 2019 HARADA CORPORATION ALL RIGHTS RESERVED 

No reproduction or republication without written permission. 

GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_5 

スレーブ構成の手順, 

 

「PTP設定」を終了した場合は、 

 
1. 「SYNCHRONIZATIN MANAGEMENT

（同期管理）」をクリック。 

 

2. 「Sync Source（同期ソース）」をクリック。 

 

3. その後、約 4 分後に、PTP eth1 の左例の
ように、タイムオフセット値が表示。 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_6 

4 

スレーブ構成の手順, 

 

PTP eth1 に時間オフセット値が表示され
る場合は、 

 
4. 「構成」アイコンをクリック。 

 

5. 「GNSS」をクリックして、リファレンス入力
を取り外すか、GNSSアンテナケーブルを
物理的に取り外します。 

 

6. 「設定」アイコンをクリック。 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_7 

スレーブ構成の手順, 

 

GNSS 参照を削除すると、 

 
1. “システムステータス”をクリック。 

 

2. 「タイミング」をクリック。 

 

3. 同期ソースが "GNSS" から "PTP eth1" 

に変更されていることがわかります。 

 

また、同期ソース統計に表示される同期
ソースは 1 つだけです。 
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GM200 WebUI 構成 
PTPスレーブ構成_8 

4 

5 

スレーブ構成の手順, 

 
4. 確認したい場合、 "リアルタイム着信 PTP 

リファレンスのグラフ ビュー" 

「PTP eth1」をクリックします。 

 

5. クリック"位相オフセット"。次に、選択した
参照ソースのリアルタイム グラフが表示
されます。 
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• 全体説明 

• システム操作 

• CLI設定  

• Webユーザーインターフェイス（UI）の構成 

• ファームウェア（FW）のアップグレード 
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GM200 ファームウェア（FW）アップグレード 

 アップロード(ステージング) 
- TFTP サーバ 

- WebUI 

 

 更新 
- WebUI 

- CLI  

 

 ステージング解除 

- WebUI 

- シリアルインターフェイス 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップロード_1 （CLIを使って） 

GM200に現在保存されているFWリストをチェック 

“config firmware“コマンドを実行して、アップグレード可能 

“config firmware”コマンドを実行して、TFTP 

サーバ経由で ファームウェアをアップロード

可能 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップロード_1 の方法（Webuiを使って） 

アップロードの手順 

 
1. 「SYSTEM MANAGEMENT（システム管

理）」をクリック 

 

2. 「System（システム）」をクリック 

 

3. 「System Firmware（システムファームウ
ェア）」をクリック 

 

4. “ファームウェアの一覧が出来るまで、
少々お待ちください。 

 

5. ファームウェアリストすべてを表示 

 

1 

2 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップロード_2 の方法（Webuiを使って） 

アップロードの手順 

 
6. FW アップグレードを有効にするには、[構

成] アイコンをクリック。 

 

7. [ファイルの選択] をクリックして FW ファイ
ルを検索。 

 

8. FWファイルを見つけることができるウィン
ドウが表示。ファイルを選択したら、[開く] 

をクリック。その後、ウィンドウが閉じます
。 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップロード_3 の方法（Webuiを使って） 

アップロードの手順 

 
9. 選択したファイルが表示されます。 

 

10. [パッチ ファイルのアップロード] をクリック 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップロード_4 の方法（Webuiを使って） 

FWアップロードの手順 

 
11. 以下、処理メッセージを確認できます。 

 

ファイルの進行状況の合計は 1% 

→100%です。 

 

 

ファームウェアの検証 

 

 

ステージング中のファームウェア 

 

 

ファームウェアが正常にステージング 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップロード_5 （Webuiを使って） 

ファームウェアアップロードの手順 

 
12. アップロードした FW がリストに表示され

ます。 

 

FW バージョンが 20171122-0.0.7.0 より低

い場合は、この項目を無視して、次のスライド
で CLI に進んでください。 

 

 

13. 選択FWをクリックしてFWバージョン。そ
の後、FWアップデートの「アップデートシ
ステム」をクリックできます。 

 

その後、FW更新ステータスになり、アップ
グレードが完了すると自動的に再起動さ
れます。 

 

12 

13 

*注* 

アップグレード中は、WebUI

または CLI から何もしない
でください。 

ファームウェアVer.が 20171122-0.0.7.0 より高い場合は、このスライドの以下順序に従ってください。 

              〃              低い場合は、#12をスキップして、次のスライドで CLI に進んでください。 
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GM200 FW アップグレード 

ファームウェア更新_1 

‘config firmware list’ コマンド実行すると、当該グ
ランドマスタクロックに保存されたすべてのファー
ムウェアリストが表示されます。 

例 
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GM200 FW アップグレード 
ファームウェアアップデート_2 

“config firmware update Px” コマンド実行すると、その後、更新プロ
セスは"y"を押して開始されます。 

 

更新完了すると、自動的に再起動されます。 
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GM200 FW アップグレード 

ファームウェア 解除 

システムからファームウェアを削除する場合、 

”config firmware unstage Px”をコマンド実行 

1 

2 

1. 削除したいファームウェアを設定。 

 

2. Unstage Patchを押す 

TS200 
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since1923 

 
業態: 
貿易商社 
 
設立: 
1923年（大正12年）3月4日 
 
資本金: 
3億円 
 
年商： 
138億円 (2018年度) 
 
従業員数: 
189名  
 
事業内容: 
半導体、液晶、情報通信、医療、介護、造船、建築、環境、
食品、コンシューマープロダクト等の業界向け機器・資材
の輸出入及び国内販売 

原田産業株式会社 


